
質問回答書 

2021 年 11 月 4 日 

「バングラデシュ国ベンガル湾沿岸地域漁村振興プロジェクト 」 

 （公示日：2021 年 10 月 20 日／調達管理番号：21a00753）について、質問と回答は以下の通りです。 

通番号 当該頁項目 質問 回答 

1 21 ページ 

（５）セミナー・研修の開催につい

て 

「本業務で実施を予定しているセミナー・研修に

関して、会場・軽食等の手配(支払い含む)は直

営専門家が調整・対応する。」と記載されており

ますが、セミナー・研修以外のオリエンテーショ

ン（活動１－２、１−３関連等）など会場・軽食等

の手配が必要な場合においても、すべて直営

専門家が調整・対応いただけるという理解でよ

ろしいでしょうか。 

左記ご理解の通りです。 

2 23 ページ 

（９）ベースライン調査の実施 

及び 

26 ページ 

（現地再委託契約） 

成果の指標を設定するため、ベースライン調査

を現地再委託として認めるとのことですが、中

間、終了時などに効果を測る場合にも、同じ手

法の調査を実施する必要があると考えます。こ

のような調査の実施は想定しなくてもよろしいで

しょうか。また、その現地再委託費用も見積もり

に含めてもよろしいでしょうか。 

プロジェクト目標、全成果の指標に対する達成

度を確認するためのエンドライン調査は JICA が

別途契約して実施するために、本契約での実施

は不要です。なお、中間時点での効果を図る調

査は想定してませんが、業務実施上必要と判断

される場合は、その理由と内容をプロポーザル

にてご提案下さい。提案がある場合、現地再委

託も可とします。なお、必要な経費は、別見積も

りとして下さい。 

3 該当なし 先行案件である「バングラデシュ国水産開発ア

ドバイザー業務」においては、対象地域の治安

上の理由から邦人コンサルタントが頻繁に訪問

できないことが想定されるなどから、現地リソー

対象地域については、治安上の理由から、邦人

コンサルタントが頻繁に訪問できないことが

想定されます。この想定条件のもと、現地リソ

ースの活用も含めて、最も効率的と考える業



スの積極的活用が指示されておりました。本件

の対象地域も先行案件と同様ですが、本件で

は現地リソースの活用を検討することは不要で

しょうか。 

務実施方法をご提案下さい。 

 

以 上 


